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エーテルで抽出しエ{テル!青ば7K洗乾燥後ヱ{テルを滞去した残誼を沼精より再結品すると
Agrykonとして絹糸散の結品PP. 1370が得られる。又エ{テル拍出残液を茨酸ソ{ダで、中和し
常法によりPhenyhydrazin を作用せしむると黄色の 結品が得られる。 之 を酒精より 再結晶すれ
ばFp• 2080となり葡萄糖から作ったOsazonと混融しても融点、が降下したい。








活法の 二者となる 。 筆者等;の採用 Lたの は後者郎 ち 薬品法 中，塩化亜鉛 を 使 用 するもDであ って
其θ概要は風乾せる鋸屑を7-8倍重量の塩化亜鉛液(濃度約50μ)と1-2 %重量り塩酸液と
の混合液で数時間揖氏120度辺で蒸煮し諸過， 造粒， 予備乾燥，賦活賠焼後，酸洗， 水洗し乾操
仕上げるものである。 回収茨ば通常， 径4粍長さ4-4.5粍の形北�を規格し工業上必要なl笠1fjçと
しては吸着力，硬度，脱者力， 発火点等である。発火点は我国ぜは商工省告示第六九六号(昭和
十六年八月九日)によると 酸素気流下，揖氏 250度以上となっているが外閣では300度以上 を規
定している。 筆者が発火点に関し首記の影響を追求したのは種々な合長案有機物を原料として木
製惑を 行った際， 製品の 仕上 乾燥時 ，揖氏 200度 内外で発火慨d尭ナる も のが可 成り 屡々現 われた
ので，か与る点に関ナる報交を調べたが見出されなかった。 筆者はとの原因を本製造保件よb種
種考察し(1)鋳鉄製蒸煮躍の内張 り 鉛板よりi容出 混存した鉛塩の存在，(2)賦活温度並に共の時
間D影響のこてコ，に着目したが(1)の僚件は試料 を充分 酸洗し鉛塩を完全に除去した 結果， 主j京区!
で、ない事が確占うられたので(2)の原因につき研究 を進めた。
賦 活 熔 i焼 炉





〈 塞 ぎ賦活賠焼 し冷後取出し酸洗， 水洗， 乾燥仕上 げて
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緒 "言言­E司
活性安素の特性ば吸苦力の大なる事にあるは言う迄もない。 随って従来発表された諸研究ば殆
んど吸着に関ずる諸問題に限ちれ硬度については殆んど行われていない。 勿論，脱色用粉炭にあ
っては是は必要外であるが陪剤回収用実や防毒マスク茨の如き粒fUt茨にあっては工業的利用の見
地から硬度が大きな問題と・なって〈る。 部ち何れD溶剤を回i段ナるにせよ一旦吸若ぜしめたもの
は水蒸気により直接又は間接加熱して脆着を行うが此の際，硬度の弱いものは漸弐破砕せられて
